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********************************************************************************************* 

[1] 化学物質関係事故、事件関係 

◇飲食店の消毒液に燃え移り... 客ら 12人けが 

＜FNNプライムオンライン 2021年 5月 12日＞ https://www.fnn.jp/articles/-/181372 

4月、愛知・名古屋の飲食店で 1人が重体、11人が重軽傷を負った火事は、コンロの火がアルコール消毒液など

に燃え移ったことで、出火につながったとみられることがわかった。 

4月 11日、名古屋市千種区の「鶏ちゃんの店 加子母家」で火事があり、木造 2階建て店舗などが全焼し、客 1

人が意識不明の重体、従業員ら 11人が重軽傷を負った。 

その後の消防などの調べで、1階にある厨房(ちゅうぼう)のコンロの火が、感染症対策で設置された飛沫(ひまつ)

防止シートとアルコール消毒液に燃え移り、火事につながったとみられることが新たにわかった。 

コンロが火元の火事は、飲食店だけでなく自宅でも増えていて、警察と消防は可燃物を火の近くに置かないよう、

注意を呼びかけている。 

---------- 

◇令和 3年（2021年）食中毒発生事例（速報） 

＜厚生労働省 2021年 4月 26日＞ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/04.html 

標記資料が掲載された。令和 3年（2021年）食中毒発生事例（速報）  

化学物質が原因で食中毒となった事例 3件。 

---------- 

◇[米国] 最大級の石油パイプラインへのサイバー攻撃 

・米最大級の石油パイプライン、サイバー攻撃で一時停止 

＜CNN 2021年 5月 9日＞ https://www.cnn.co.jp/business/35170423.html 

・米石油パイプラインにサイバー攻撃、燃料不足の懸念 データ「人質」の犯罪集団 
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＜BBC 2021年 5月 10日＞ https://www.bbc.com/japanese/57052827 

・米 パイプラインのサイバー攻撃 “ロシアの集団が関与” FBI 

＜NHK 2021年 5月 11日＞ https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210511/k10013023001000.html 

・米パイプライン、操業再開 サイバー攻撃で停止―運営会社 

＜時事通信 2021年 5月 13日＞ https://www.jiji.com/jc/article?k=2021051300329&g=int 

---------- 

◇その他の事故、事件 

・労災死傷者時万人超す 19年ぶり、コロナ影響か 

＜朝日新聞 2021年 5月 13日＞ 

 職場で新型コロナウイルスに感染する人が増え、2020年の労働災害の死傷者数が19年ぶりに13万人を超えた。

厚生労働省は22年までに死傷者数を17年比で％％以上減らす目標を立てていたが「達成が困難な状現になってい

る」という。 

厚生労働省によると、20年に労災で４日以上休業したり、死亡したりした人の総数は13万1156人。前年よりも

5545人増えた。13万人台は、01年(13万3598人)以来だ。 

昨年、新型コロナ感染の労災死傷者が6041人出た影響が大きい。業種別にみると、医療機関などの医療保健業

と、社会福祉施設の従事者が計4561人でその８割近くを占めた。 

厚労省は22年までに、17年の死傷者数(12万460人)から５％以上減らす目標だった。だが、コロナ感染による労

災申請は今年に入っても収束せず、達成が難しくなっている。 

厚労省は、感染経路がはっきりしなくても、仕事が原因とみられる揚合は柔軟に労災と認定する方針を示して

いる。労災と認められれば、治療費は全額が労災保険から支給され、仕事を休まなければいけない場合、一定期

間の平均賃金の８割が原則補償される。 

---------- 

・がんこ寿司、冷凍「笹蒸し」の賞味期限改ざん…最長９か月 

＜読売新聞 2021年 5月 12日＞ https://www.yomiuri.co.jp/national/20210511-OYT1T50294/ 

 和食チェーン「がんこフードサービス」（大阪市）が、賞味期限を改ざんした冷凍の「笹（ささ）蒸し寿司（ず

し）」を２３４セット販売していたことがわかった。すべて販売時に実際の賞味期限を過ぎていたという。健康

被害は報告されていないが、同社は調査委員会を設置して経緯を調べる。 

 同社によると、笹蒸し寿司は主にネットで販売されており、改ざんされていたのは昨年１１月に賞味期限を迎

えた商品。９か月後の今年８月末と表示したシールを貼ったものもあった。 

 今月まで販売されており、読売新聞が１１日に改ざんの疑いを指摘し、同社が調査。大阪市港区にある「商品

センター」で、在庫管理などを担当していた同社次長ら社員２人が不正を認めた。２人は「在庫が増えてきたの

で改ざんした」と説明しているという。 

 同社は１２日に大阪市保健所などに報告し、購入した客にも連絡する。笹蒸し寿司の販売は当面休止する。同

社は「お客さまにご迷惑をおかけしたことをおわびする。徹底的に調査し、再発防止に努める」としている。 

 商品は３２個入りと１６個入りがあり、ネタは穴子やウナギ、エビなど。通常の賞味期限は６か月で、過ぎる

とネタが変色することがあるという。 

---------- 

・４人に１人が就活セクハラ被害 ―厚労省調査 : 面接担当者や役員が加害のケースも  -- 末尾 [付録]  

＜JAPAN DATA 2021年 5月 10日＞ https://www.nippon.com/ja/japan-data/h01014/ 

-------------------- 

◇事故、事件の続報 

・福島の工場、粉じん爆発か 近くのカメラに爆発の瞬間 

＜共同通信 2021年 5月 11日＞ https://www.47news.jp/news/6234978.html 

福島県いわき市の化学品メーカー、堺化学工業湯本工場で４人が重軽傷を負った爆発事故。近くの防犯カメラが

爆発の瞬間を捉えていた。捜査関係者への取材で原因は粉じん爆発だった可能性が高いとみて県警が調べている

ことが分かった。 
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-------------------- 

◇事故・事件対策、措置、訴訟等 

・救急搬送困難、全国で 2064件  14週連続増、病床逼迫で 

＜共同通信 2021年 5月 11日＞ https://this.kiji.is/764795187304349696?c=39546741839462401 

 総務省消防庁は 11日、全国 52の消防本部などで、患者の搬送先がすぐに決まらない「救急搬送困難事案」が

3～9日の 1週間に 2064件あったとの集計を公表した。前週（4月 26日～5月 2日）より 227件多く、4週連続の

増加。新型コロナウイルス感染拡大による病床逼迫の影響とみられる。 

 このうち患者に発熱や呼吸困難などの症状があり、新型コロナ感染が疑われたのは 759件。前週から 128件増

えた。 

 地域別では、東京消防庁が前週から 6％増の 813件で最多。大阪市消防局が 1％減の 304件、札幌市消防局が

15％増の 135件で続いた。 

---------- 

・三星化学工業に賠償命令、福井  従業員 4人のぼうこうがん訴訟 

＜共同通信 2021年 5月 11日＞ https://this.kiji.is/764777447559905280?c=39546741839462401 

 三星化学工業（東京）の福井工場に勤務していた従業員ら男性 4人が、ぼうこうがんを発症したのは化学物質

への安全配慮義務を怠ったためだとして、会社側に計約 3600万円の損害賠償を求めた訴訟で、福井地裁は 11日、

慰謝料など計 1155万円の支払いを命じた。 

 判決理由で武宮英子裁判長は、化学物質「オルト―トルイジン」が健康被害をもたらす可能性があることを、

会社側は遅くとも 2001年には認識できたと指摘。その上で、作業服の着用を従業員に徹底させる義務を怠るなど、

会社側に安全配慮義務違反があったと判断した。 

 三星化学工業は「判決内容を確認する」とのコメントを出した。 

---------- 

・船舶用燃料油で発生するスラッジに対する予防策をとりまとめました 

～ 2020 年 SOx 規制適合油を適切に使うための手引書を改訂 ～ 

＜国土交通省 2021年 4月 28日＞ https://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji07_hh_000182.html 

国土交通省は、船舶用燃料油の使用中にスラッジが発生する問題を受けて検討会を開催し、スラッジ発生に対す

る予防策として、異なる燃料油をできる限り混ぜないことや燃料油を適正な温度に加熱するべきこと等を盛り込

んだ手引書（第3版）を公表しました。 

 １．背景 

  国土交通省は、2019 年にSOx 規制適合舶用燃料油使用手引書を作成しました。この手引書は、2020 年1 月か

ら始まる船舶用の燃料油の硫黄分濃度を0.5％以下とする規制強化（SOx 規制）に円滑に対応するため、規制適合

油の使用に必要な設備や注意事項などをまとめたものです。 

  しかしながら、SOx 規制開始以降、特に内航船で規制適合油の使用によりスラッジ※の発生が増加したという

報告が多く寄せられ、中には航行不能に陥った事例もありました。 

  このため、日本内航海運組合総連合会の協力を得て整理したスラッジの発生を抑制する可能性のある対策を手

引書に盛り込むことを目的として、学識者と関係業界（海運事業者・舶用機器メーカー・造船所）の実務者など

で構成される「燃料油の性状変化への対応に関する検討会」で審議しました。 

※燃料油中に生じる固形物。フィルターを詰まらせる原因となる。 

 ２．手引書の改訂（第3版） 

  国土交通省は2021 年4 月21 日に検討会を開催し、スラッジの発生に対する次の５つの予防策及び具体的な実

施事例を手引書（第3版）に盛り込みました（手引書の改訂内容は別紙を参照）。 

[1]異なる燃料供給業者からの補油をできる限り避ける 

[2]補油を行うタンク内の残油をできる限り少なくする 

  ⇒異なる燃料油を混ぜるとスラッジの発生リスクが上がるため（[1], [2]） 

[3]燃料油を適正な加熱温度に調整する 

[4]燃料油の長期間の保管をできる限り避ける 
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  ⇒高温で長期間保管するとスラッジの発生リスクが上がるため（[3], [4]） 

[5]燃料油の清浄条件を調整する 

  ⇒発生したスラッジを取り除くため（[5]） 

---------- 

・松山市、学生消防団員が増加 地域の防災力向上に期待 

＜朝日新聞 2021年 5月 12日＞ https://www.asahi.com/articles/ASP5C6VPRP4HPTLC010.html 

-------------------- 

□大災害、原発事故対策 

[福島原発事故] 

・処理水海洋放出に自民議員も反対 「罪深い合意破り」 

＜朝日新聞 2021年 5月 11日＞ https://www.asahi.com/articles/ASP5B2G6TP4WUPQJ00P.html 

 東京電力福島第一原発事故から 10年。政府は、放射性物質トリチウムを含む処理水を海洋放出する方針を決め

た。懸念や抗議もあるなかでの決断を、どう考えればよいのか。 

山本拓・元農林水産副大臣 

 菅義偉首相は 4月 13日に処理水の海洋放出を決定しましたが、事前に自民党の総合エネルギー戦略調査会への

報告はありませんでした。東京電力の要請を踏まえたものかもしれませんが、私は海洋放出には反対の立場です。 

 最大の理由は、2015年に政府と全国漁業協同組合連合会の間で結んだ合意です。当時、経済産業省は処理水に

ついて「関係者の理解を得ながら対策を行い、海洋への安易な放出は行わない」と約束しました。今回、全漁連

が反対しているのに放出方針を決めたことは合意破りにほかならず、罪深い。 

 放出の際に用いる規制基準は、魚や海洋環境など「生態系」への影響を対象外としています。タンクで保管し

ている処理済み汚染水は、ALPS（多核種除去設備）で二次処理した後も、セシウムやストロンチウムなどの核種

を取りきることはできません。政府はトリチウムなどを規制基準以下まで薄めて放出するとしていますが、総量

は変わりません。生態系への影響も含めた科学的な評価がないままで海洋に放出すれば、海産物への風評被害を

拡大させる恐れがあります。 

-------------------- 

[原子力施設全般] 

・関電美浜 3号機が 6月再稼働 老朽原発で初、近く決定 

＜朝日新聞 2021年 5月 12日＞ 

https://www.asahi.com/articles/ASP5D2W0NP5CPLFA00S.html?iref=comtop_7_04 

 関西電力が、運転開始から 40年超となる老朽原発の美浜原発 3号機（福井県美浜町）を 6月下旬にも再稼働さ

せる方向で検討していることが 11日分かった。再稼働すれば、東日本大震災後、国内初の 40年超運転となる見

通し。近く正式決定し、再稼働への工程を発表する。 

 美浜 3号機は今月中にも燃料装荷を始めるとみられる。ただ、設置を義務づけられているテロ対策施設の設置

期限を 10月 25日に控えており、それまでに施設が完成しなければ同日までに再び停止することになる。 

 関電は同じく運転開始から 40年超となる高浜 1、2号機（福井県高浜町）についても再稼働の準備を進めてい

る。ただ、高浜 1、2号機はテロ対策施設の設置期限が 6月 9日に迫っている。テロ対策施設の工事は間に合わな

い見込みで、どこまで再稼働の手続きを進められるかは見通せない。 

********************************************************************************************* 

[2] [特集] 新型コロナウイルス感染症 

[状況] 

◇省庁発表 

・新型コロナウイルス感染症の無症状病原体保有者の発生について（空港検疫） 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=4xuCivHdbMgfZRtxY 

・新型コロナウイルス感染症の現在の状況と厚生労働省の対応について（令和 3年 5月 12日版） 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=Q7siKlF9zGi_xb3RY 

・「都道府県別の変異株（ゲノム解析）確認数」を掲載しました 
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＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=a5MKAnlV5ECX7ar5Y 

・「新型コロナウイルス感染症について」を掲載しました。 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=A_tiahE9jCj_hcmRY 

・「新型コロナウイルスに関する Q&A（一般の方向け）」を更新しました 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html 

---------- 

◇マスコミ報道 見出し 

・全国で 90％以上が変異株に 重症化リスクは 1.4倍 

＜共同通信 2021年 5月 12日＞ https://this.kiji.is/765188279575216128?c=39546741839462401 

-------------------- 

[対策・予防] 

◇省庁発表 

・水際対策に係る新たな措置について、「水際対策強化に係る新たな措置（1２）」を追加しました 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00209.html 

・新型コロナウイルス感染症医療機関等情報支援システム（G-MIS）：Gathering Medical Information System on 

COVID-19 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00130.html 

・「水際対策」の「検疫所における滞在国・地域別の検査検体数等について」について更新しました 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kansenkakudaiboushi-iryouteikyou.html 

・自治体・医療機関向けの情報一覧（事務連絡等）（新型コロナウイルス感染症）2021年を更新しました 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00214.html 

・「生活を支えるための支援のご案内」を更新しました。 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kurashiyashigoto.html 

・Open data 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=4xuCivHdbMgfZSdxY 

・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、電気・ガス料金の支払いが困難な皆様へ 

＜経済産業省 2021年 5月 12日＞ 

https://www.meti.go.jp/press/2021/05/20210512005/20210512005.html?from=mj 

---------- 

◇ワクチン、検査薬、治療薬等 

・高齢者に対する新型コロナワクチン接種について 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=U6syOkFt3Hiv1arBY 

・高齢者ワクチン接種 7月末終了可能は全国の市区町村の 86％ 

＜NHK 2021年 5月 12日＞ https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210512/k10013026271000.html 

・12～15歳に接種拡大へ  ファイザー、国と協議 

＜共同通信 2021年 5月 11日＞ https://this.kiji.is/764792671992381440?c=39546741839462401 

・福岡市、24時間接種可能に  一般向け、医療機関に併設 

＜共同通信 2021年 5月 11日＞ https://this.kiji.is/764744857579552768?c=39546741839462401 

・医師が解説「コロナワクチン」 花粉症や食物アレルギーでも大丈夫？  

＜日経新聞 2021年 5月 12日＞ https://style.nikkei.com/article/DGXMZO71625170X00C21A5000000/ 

・ワクチン国際枠組みに最大７億ドル追加拠出…政府が検討 
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＜読売新聞 2021年 5月 12日＞ https://www.yomiuri.co.jp/politics/20210511-OYT1T50281/ 

---------- 

◇マスコミ報道 見出し 

・緊急事態宣言 6都府県に拡大 “まん延防止”は 8道県に拡大 

＜NHK 2021年 5月 12日＞ 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210512/k10013025501000.html 

・岡山もまん延防止要請へ  感染拡大受け 5月末まで 

＜共同通信 2021年 5月 11日＞ https://this.kiji.is/764842502196822016?c=39546741839462401 

 

・大阪の対策「甘かった」と専門家 

患者２人にベッドは一つ、どちらを選ぶか…専門家「大阪の医療は崩壊寸前」 

＜読売新聞 2021年 5月 12日＞ https://www.yomiuri.co.jp/medical/20210512-OYT1T50065/ 

・コロナで基礎疾患ない 20代男性、自宅で死亡 1人暮らし、入院できず 京都 

＜京都新聞 2021年 5月 12日＞ https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/563448 

 

・ベルギー「屋内飲食」6月解禁へ  文化・スポーツ行事も 

＜共同通信 2021年 5月 12日＞ https://this.kiji.is/764969963172200448?c=39546741839462401 

・中国初動遅れで「時間失った」 コロナ、他国は科学軽視―ＷＨＯ独立委 

＜時事ドットコム 2021年 5月 13日＞  

https://www.jiji.com/jc/article?k=2021051201541&g=int&utm_source=top&utm_medium=topics&utm_campaign=

edit 

・米紙「科学に従い五輪中止を」 

＜共同通信 2021年 5月 12日＞ https://this.kiji.is/765015010820407296?c=39546741839462401 

 

・職場・学校で「感染を口実に怠けている」と疑われ…理解得られぬ後遺症 

＜読売新聞 2021年 5月 12日＞ https://www.yomiuri.co.jp/medical/20210512-OYT1T50075/ 

東京都墨田区が３月に設置した新型コロナウイルスの後遺症相談センターに、区内外から７０件を超える相談が

寄せられたことが区のまとめでわかった。後遺症が起きる詳しい理由は解明されていないため、症状を訴えても

周囲の理解を得られずに孤立するケースもあり、区は治療にあたる医療機関を紹介するなどして対策に力を入れ

ている。 

「自己判断」危険 

 「まだ味覚や嗅覚が戻らない」。昨年１２月に感染した区内の男子中学生は、約３か月たっても戻らない違和感

を窓口の保健師に訴えた。友人にも悩みを打ち明けられなかった中学生に対し、丁寧に話を聞いた保健師は後遺

症外来がある区内の耳鼻科を紹介したという。 

 区によると、相談センターには３月上旬の設置以来、４月２６日までに区民から１４件、区外からも約６０件

の問い合わせがきている。このうち、昨年１０月に退院した区内の４０歳代の男性は「息をすると胸が痛くて、

体力も落ちたまま」と打ち明けた。男性は入院生活で体力が衰えたと考え、運動に励んでいたと話したが、区保

健所の西塚至所長は「自己判断で対応すると症状が悪化する恐れがある。ひとりで悩まないでほしい」と積極的

な相談を呼びかける。 

「怠け」と誤解も 

 後遺症に対する社会の理解が進んでいない実態も浮き彫りになった。病院を受診しても、「感染して生きていら

れるだけで幸運だ」などと取り合ってもらえなかった事例や、職場や学校で「感染を口実に怠けているのではな

いか」と疑われ、精神的に追い込まれるケースが報告されている。 

 「再発したかもしれない」「あの苦しみをまた味わうのか」と思い悩み、不眠など心身の不調を訴える人も相次

いでおり、中には「相談できる場所がない」と鹿児島県から連絡してきた人もいたという。 

治療で改善は進む 
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 墨田区内には後遺症の治療にあたる医療機関が３８か所あり、区はこのうち同意を得られた２５か所をホーム

ページ上で公表している。 

 区が受け入れ機関に聞き取ったところ、ある病院の耳鼻咽喉科は昨年１１月以降、後遺症による嗅覚障害を訴

える４人が受診。約１か月間にわたって投薬を続けた結果、いずれの患者も症状が改善したという。内科のクリ

ニックでも２月から胸痛やめまい、倦怠けんたい感などを訴える複数の患者の診療にあたった。一般の薬と漢方

を併用して対応し、ほぼ全員の症状が改善に向かった。 

 区保健所の西塚所長は「後遺症の苦しみは検査の数値に表れないこともあり、周囲に理解されにくい現状があ

る」とし、「社会全体で後遺症の問題を考えていく必要がある」と話す。後遺症に関する相談は都立病院などでも

受けつけている。 

********************************************************************************************* 

[3] PRTRデータ 

◇2019年度（令和元年度）の温室効果ガス排出量（確報値）について    ―既報― 

＜国立環境研究所 2021年 4月 13日＞ http://www.nies.go.jp/whatsnew/20210413/20210413.html 

---------- 

◇PRTRマップダウンロード用データ 届出大気排出量経年データ年統計データ（市区町村）を公開しました。 

＜製品評価技術基盤機構(NITE) 2021年 4月 27日＞ 

https://www.nite.go.jp/chem/prtr/map_data/PRTRmapdata_keinen_toukei_data.html 

********************************************************************************************* 

[4] 農薬 

◇登録・失効農薬情報を更新しました。 

＜農林水産消費安全技術センター(FAMIC) 2021年 5月 6日＞ 

http://www.acis.famic.go.jp/toroku/index.htm 

---------- 

◇農薬登録情報ダウンロードを更新しました。 

＜農林水産消費安全技術センター(FAMIC) 2021年 5月 7日＞ 

http://www.acis.famic.go.jp/ddownload/index.htm 

********************************************************************************************* 

[5] 食品安全衛生関係 

◇輸入食品に対する検査命令の実施（ベトナム産バナナ、その加工品） 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=E-tyegEtnDjvldOBY 

本日、以下のとおり輸入者に対して、食品衛生法第 26条第３項に基づく検査命令（輸入届出ごとの全ロットに対

する検査の義務づけ）を実施することとしたので、お知らせします。 

対象食品等 検査の項目 経緯 

ベトナム産バナナ及びその加工品

（簡易な加工に限る。） 

ペルメトリン 検疫所におけるモニタリング検査の結果、ベトナム産バナナからペル

メトリンを検出したことから、検査命令を実施するもの。 

＜ペルメトリンについて＞ 

１．農薬（殺虫剤） 

２．許容一日摂取量（人が一生涯毎日摂取し続けても、健康への影響がないとされる一日当たりの摂取量）は、

体重１kg当たり 0.05 mg/日であり、急性参照用量（人が 24時間または、それより短い時間の間の経口摂取によ

り、健康に影響がないとする摂取量）は体重１kg当たり 0.5 mgです。 

３．現実的ではありませんが、体重 60 kgの人が、ペルメトリンが 0.04 ppm残留したバナナを毎日 75 kg摂取

し続けたとしても、一生涯の平均的な摂取量が許容一日摂取量を超えることはなく、また、１日に 750 kg摂取し
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たとしても、急性参照用量を超えることはなく、健康に及ぼす影響はありません。 

---------- 

◇食品安全に関するリスクプロファイルシート 

個別危害要因への対応（健康に悪影響を及ぼす可能性のある化学物質） 

・クロロプロパノール類[3-MCPD脂肪酸エステル類] 

＜農林水産省 2021年 5月 7日＞ 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/risk_analysis/priority/pdf/210115_3mcpde.pdf 

・クロロプロパノール類[関連化学物質：2-MCPD脂肪酸エステル類] 

＜農林水産省 2021年 5月 7日＞ 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/risk_analysis/priority/pdf/210115_2mcpde.pdf 

・グリシドール脂肪酸エステル類 

＜農林水産省 2021年 5月 7日＞ 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/risk_analysis/priority/pdf/210115_ge.pdf 

---------- 

◇食品安全情報（化学物質） No.9(2021)を掲載しました。 

＜国立医薬品食品衛生研究所(NIHS) 2021年 4月 28日＞ 

http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2021/foodinfo202109c.pdf 

  ・別添 → http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2021/foodinfo202109ca.pdf 

  食品の安全性に関する国際機関や各国公的機関等の最新情報が紹介されている。 

---------- 

◇食品安全関係情報を更新しました 

＜内閣府食品安全委員会 2021年 4月 30日＞

http://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/search?keyword=%EF%BC%AC%EF%BC%A4%EF%BC%95%EF%BC%90&q

uery=&logic=and&calendar=japanese&year=&from=struct&from_year=2021&from_month=04&from_day=03&to=stru

ct&to_year=2021&to_month=04&to_day=16&areaId=00&countryId=000&informationSourceId=0000&max=100&sort_

order=date.desc 

  4月 3日～4月 16日の海外情報が更新された。食品安全総合情報システムで検索できる。 

---------- 

◇食事由来のアクリルアミド摂取と腎臓・前立腺・膀胱がんの罹患リスクとの関連について  

＜国立がん研究センター 2021年 4月 26日＞ https://epi.ncc.go.jp/jphc/outcome/8661.html  

---------- 

◇鮮魚中の一酸化炭素の検査法についての一部改正について（令和 3年 3月 31日薬生食監発 0331第 4号） 

＜厚生労働省 2021年 4月 28日＞ https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T210428I0010.pdf 

********************************************************************************************* 

[6] 温暖化対策関係 

◇再生エネ比率、36～38％を軸  30年度電源構成で大幅引き上げ 

＜共同通信 2021年 5月 11日＞ https://this.kiji.is/764786884391747584?c=39546741839462401 

 経済産業省が 2030年度の新たな電源構成について、再生可能エネルギーは 36～38％を軸に検討していること

が 11日、分かった。現行目標の 22～24％程度から大幅に引き上げる。30年度の温室効果ガス排出量を 13年度比

で 46％削減する政府目標の実現に向け、発電時に二酸化炭素（CO2）を出さない再生エネの導入を加速する。原

子力は現在掲げているのと同水準の、全体の 2割程度を維持、火力は縮小する。 

 電源構成は、経産省が見直しを進めている中長期的な指針「エネルギー基本計画」の土台となる。今後、有識

者会議で詰めの協議を行う。基本計画は今夏の閣議決定を目指す。 

---------- 

◇岩石の粉を海にまいて CO2吸収 豪州の大学で研究進む 

＜朝日新聞 2021年 5月 11日＞ https://www.asahi.com/articles/ASP573V5DP4WUHBI00D.html 
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 岩石を粉にして海にまいて、二酸化炭素（CO2）を吸収できないか。オーストラリアのタスマニア大でこんな研

究が始まった。岩石が風化する過程で、CO2を吸収する自然の作用を応用。温室効果ガス削減に貢献する狙いだ。 

 玄武岩などの火山岩は、風雨にさらされて水に溶ける際の化学反応で大気中の CO2を吸収する。タスマニア大

海洋南極研究所のレナート・バッハ博士は今回、沿岸に近い浅い海で岩石をとても細かく砕いた粉末をまいて、

海水に溶ける段階で CO2を吸収する可能性を探る。長い時間をかけて起こる風化に似た現象を人工的に促す試み

だ。 

 欧米では、同じ狙いで岩石を砕いた粉を農地にまいて、風化を促進させる研究が進んでいる。粉は化学肥料に

もなり、農業生産を増やす効果も期待できることがわかってきた。 

 今回の海水での研究では、生態系への影響に焦点を当てる。 

********************************************************************************************* 

[7] 環境安全関係 

◇我が国における金属由来の粒子酸化能の大気中濃度について、 初めて予測に成功し、発生源別の寄与率を評価

しました  

 －健康影響の低減に効果的な大気汚染物質の削減に向けて－ 

＜国立環境研究所 2021年 4月 22日＞ http://www.nies.go.jp/whatsnew/20210422/20210422.html  

********************************************************************************************* 

[8] 調査、公募、意見募集等 

[公募、意見募集等] 

◇ベンタゾンに係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての意見・情報の募集について 

＜内閣府食品安全委員会 2021年 4月 28日＞ 

http://www.fsc.go.jp/iken-bosyu/pc1_no_bentazone_030428.html 

---------- 

◇フェナリモルに係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての意見・情報の募集について 

＜内閣府食品安全委員会 2021年 4月 28日＞  

http://www.fsc.go.jp/iken-bosyu/pc2_no_fenarimol_030428.html 

---------- 

◇MCPAに係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての意見・情報の募集について 

＜内閣府食品安全委員会 2021年 4月 28日＞ http://www.fsc.go.jp/iken-bosyu/pc2_no_mcpa_030428.html 

---------- 

◇ホラムスルフロンに係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての意見・情報の募集について 

＜内閣府食品安全委員会 2021年 4月 28日＞ 

http://www.fsc.go.jp/iken-bosyu/pc3_no_foramsulfuron_030428.html 

5月 27日まで 

********************************************************************************************* 

[9] 関連会議等の開催案内、記録・報告、資料等 

[開催案内] 

・薬事・食品衛生審議会 医薬品第一部会を開催します   ５月 26日、Ｗｅｂ会議 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=Y5sCCnFd7Eif5Z_xY 

・産学連携による医薬品・医療機器等の研究開発の推進の在り方に関する検討会（第 3回）の開催について 

   5月 19日、オンライン会議 

＜文部科学省 2021年 5月 12日＞ http://mailmaga.mext.go.jp/c/af2Aacxjn1kFoebH 

1. 医療分野研究成果展開事業 事後評価 

2. 医薬品・医療機器等の研究開発における今後の支援の在り方について 

3. その他 

・第 20回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会の開催について   ５月 14日 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_16736.html 
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   新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施状況等について 

・厚生科学審議会 (予防接種・ワクチン分科会)   5月 14日 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-kousei_127713.html 

   新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施状況等について 

・産業構造審議会 保安・消費生活用製品安全分科会 産業保安基本制度小委員会（第４回）  

   5月 18日、オンライン開催 

＜経済産業省 2021年 5月 12日＞ 

https://wwws.meti.go.jp/interface/honsho/committee/index.cgi/committee/39406 

1. 産業保安における共通的・横断的な視点について 

2. 中間とりまとめ骨子案 

-------------------- 

[開催記録、報告、資料等] 

・薬事・食品衛生審議会薬事分科会 令和 3年度第 1回毒物劇物部会 資料   4月 28日 

＜厚生労働省 2021年 4月 27日＞ https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/newpage_18086.html 

[審議事項] 

  1.劇物の指定について 

  2.毒物又は劇物からの除外について 

配付資料 

諮問書   https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000773789.pdf 

 ・４－メチルベンゼンスルホン酸及びこれを含有する製剤（ただし、４－メチル ベンゼンスルホン酸５％以下

を含有するものを除く。）の毒物及び劇物取締法に 基づく劇物の指定について 

 ・［（２－カルボキシラトフェニル）チオ］（エチル）水銀ナトリウム（別名チメロサー ル）０．１％以下を含

有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物から劇物へ の指定について 

 ・２，３，５，６－テトラフルオロ－４－メチルベンジル＝（Ｚ）－（１ＲＳ， ３ＲＳ）－３－（２－クロロ

－３，３，３－トリフルオロ－１－プロペニル）－ ２，２－ジメチルシクロプロパンカルボキシラート（別

名テフルトリン）１．５％ 以下を含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物から劇物への指定につ い

て 

 ・ビス（２－メチルプロピル）＝３，３′－［エタン－１，２－ジイルビス（オ キシエタン－２，１－ジイル

スルフアンジイル－４，１－フエニレン）］ビス（２ －シアノプロパ－２－エノアート）及びこれを含有す

る製剤の毒物及び劇物取 締法に基づく劇物からの除外について 

資料１  ４－メチルベンゼンスルホン酸及びこれを含有する製剤（ただし、４－メチルベンゼンスルホン酸５％

以下を含有するものを除く。） 

    https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000769409.pdf 

資料２－１  ［（２－カルボキシラトフェニル）チオ］（エチル）水銀ナトリウム（別名チメロサール）０．

１％以下を含有する製剤 

    https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000769421.pdf 

資料２－２  ２，３，５，６－テトラフルオロ－４－メチルベンジル＝（Ｚ）－（１ＲＳ，３ＲＳ）－３－（２

－クロロ－３，３，３－トリフルオロ－１－プロペニル）－２，２－ジメチルシクロプロパンカルボキシ

ラート（別名テフルトリン）１．５％以下を含有する製剤 

    https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000769422.pdf 

資料２－３  ビス（２－メチルプロピル）＝３，３′－［エタン－１，２－ジイルビス（オキシエタン－２，

１－ジイルスルフアンジイル－４，１－フエニレン）］ビス（２－シアノプロパ－２－エノアート）及び

これを含有する製剤 

    https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000769423.pdf 

当日配付資料１  令和３年度以降の毒物劇物指定候補物質について 

    https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000769499.pdf 
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令和３年度以降の毒物劇物指定候補物質について 

以下の両条件に該当する物質について、下表のとおり示す（ただし、毒物劇物部会において審議した物質は除い

ている。）。 

１． GHS分類において、健康に対する有害性が区分１～３ 

２． 危険物輸送に関する国連勧告において、毒物又は腐食性物質 

これら物質は、令和３年度以降に毒物劇物の指定を検討するための候補物質であり、次回以降の毒物劇物部会

において審議を予定している。なお、現時点における指定候補物質であり、今後の検討により追加、削除等があ

り得る。 

No.  物質名  CAS No. 

1 ３－アミノプロパン－１－オール 156-87-6 

2 エチルシラントリイル＝トリアセタート  17689-77-9 

3 ２－エチルヘキサノイル＝クロリド 760-67-8 

4 （９Ｚ）－オクタデカ－９－エン－１－アミン  112-90-3 

5 オクタン－１－アミン 111-86-4 

6 ３－クロロアニリン 108-42-9 

7 １－クロロ－２－（２－クロロエトキシ）エタン  111-44-4 

8 三塩化鉄（Ⅲ） 7705-08-0 

9 三ふつ化アルミニウム 7784-18-1 

10 
２，４－ジイソシアナトトルエン及び２，６－ジイソシアナトトルエ

ンの混合物 
584-84-9及び 91-08-7 

11 １，３－ジイソシアナト－２－メチルベンゼン 91-08-7  

12 ジフエニルアミン 122-39-4 

13 ジブチルスタンナンジイリウム＝ジドデカノアート 77-58-7 

14 Ｎ－ブチルブタン－１－アミン 111-92-2 

15 Ｎ，Ｎ－ジメチルシクロヘキサンアミン 98-94-2 

16 ２，４－ジメチルフエノール 105-67-9 

17 ２，６－ジメチルフエノール 576-26-1 

18 ３，５－ジメチルフエノール 108-68-9 

19 ３－スルフアニルプロパン酸  107-96-0 

20 ドデシルベンゼンスルホン酸 27176-87-0 

21 ピペラジン 110-85-0 

22 ４－（ブタン－２－イル）フエノール 99-71-8 

23 ２－フリルメタノール 98-00-0 

24 ２－フルアルデヒド 98-01-1 

25 プロパ－２－イン－１－オール 107-19-7 

26 プロパ－２－エン－１－イル＝２－メチルプロパ－２－エノアート  96-05-9 

27 ペンタンジアール 111-30-8 

28 メチル＝カルボノクロリダート 79-22-1 

29 
メチルシクロヘキサ－１（２，３又は４）－エン－１，２－ジカルボ

ン酸無水物 
11070-44-3 

 

参考資料  毒物劇物の判定基準（最終改定：平成29年２月） 

    https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000769500.pdf 

１． 毒物劇物の判定基準 



ACSES ニュースレター_２０９８_20210513 

 13 

２． 毒物劇物の製剤の除外に関する考え方 

----- 

・令和３年４月 23日 第 56回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和３年度第２回薬

事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査会（合同開催）議事録   ４月 23日、WEB

会議 

＜厚生労働省 2021年 5月 12日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=s0vS2qGNPJhPNXQhY・ 

********************************************************************************************* 

[13] その他 

・大学生の就職内定率 51％  採用活発、20年卒と同水準 

＜共同通信 2021年 5月 11日＞ https://this.kiji.is/764741083257159680?c=39546741839462401 

 「リクナビ」を運営するリクルート（東京）は 11日、2022年に卒業予定の大学生の就職内定率は 5月 1日時

点で前年同期比 5.6ポイント増の 51.3％だったと発表した。新型コロナの影響がなく、学生優位の「売り手市場」

とされた 20年卒の同時期（51.4％）とほぼ同じ水準で、企業の採用活動は活発だとしている。 

 1～6日にインターネットを通じて調査し、大学生 1808人から回答を得た。 

 内定取得先を業種別で見ると、情報通信業（29.2％）や小売業（12.8％）などコロナ禍前から人手不足が続く

企業の割合が多かった。内定を得た学生のうち 50.3％は、複数社から得ていた。 

********************************************************************************************* 

[付録] 

◇４人に１人が就活セクハラ被害 ―厚労省調査 : 面接担当者や役員が加害のケースも   上記 [1] 関係  

＜JAPAN DATA 2021年5月10日＞ https://www.nippon.com/ja/japan-data/h01014/ 

「いい仕事をして社会に貢献しよう」「稼いで稼いで、いずれは社長を目指す」――そんな夢や野望を抱いて就職

活動をしている学生の4人に1人がセクハラ被害に遭っているという。これからの社会を担う若者の気持ちをくじ

いて何の得があろう？ しっかりしろ、大人たち！ 

就職活動やインターンシップ（就業体験）に参加した学生の 4人に 1人が相手先企業の社員からセクシュアルハ

ラスメント被害を受けていたことが厚生労働省の調査で明らかになった。被害を受けた割合は男性 26.0%、女性

25.1％とほぼ同じ。男女ともに大学院生の割合が高かった。 

 

被害を受けた人に、被害内容について聞いたところ、「性的な冗談からかい」（40.4％）が最も多く、「食事や

デートへの執ような誘い」（27.5％）、「性的な事実に関する質問」（23.6％）が続いた。「性的な冗談からか

い」は女性の被害が目立って多かった。 
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セクハラ行為を受けた場面としては、「インターンシップに参加したとき」（34.1％）の割合が最も高く、次い

で「企業説明会やセミナーに参加したとき」（27.8％）だった。 

 

加害者は「インターンシップで知り合った従業員」（32.9％）が多かったが、「採用面接担当者」（25.5％）や

「志望先企業の役員」（11.0％）など、合否を左右する力を持つ人が学生を傷つけているケースも少なからずあ

った。 

セクハラを受けての心身への影響としては、「怒りや不満、不安などを感じた」（44.7％）の割合が最も高く、

「就職活動に対する意欲が減退した」（36.9％）が続いた。 

調査は 2017～2019年度に専門学校、短大、大学、大学院を卒業した 1000人を対象に 2020年 10月にインターネ

ット上で実施した。学校基本調査などに基づいて人数割付している。 

******************************************************************* 以上 ******************** 
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